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重点地区まちづくり計画の変更原案について 

（上石神井駅周辺地区まちづくり構想） 

  

  

１ 目的 

上石神井駅周辺地区は、練馬区都市計画マスタープランにおいて地域における活動と交

流の中心、区民生活の豊かさを実現する地域拠点として位置付け、交通網の充実とともに、

生活利便性の高い駅前空間の整備、地区の状況に合わせた土地の高度利用、適切な土地利

用を進めるとしている。 

区はこれまで、「上石神井駅周辺地区まちづくり協議会」（以下「まちづくり協議会」と

いう。）を設立し、地域住民からまちづくりに関する様々な意見を聴きながら、平成20年

に「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」（重点地区まちづくり計画）を策定した。 

以降、この構想に基づきまちづくりを推進し、平成30年 12月には外環の２（新青梅街

道～千川通り間）が事業着手するとともに、西武新宿線の連続立体交差化計画については

都市計画案が提示されるなど、道路や鉄道の計画内容が明らかになった。 

こうしたことから、より具体的なまちの将来像を示し、更にまちづくりを推進していく

ため、練馬区まちづくり条例（平成17年 12月練馬区条例第95号）第46条の規定により、

「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」（重点地区まちづくり計画）の変更を行う。 

 

２ 対象区域 

上石神井一丁目、上石神井二丁目および上石神井四丁目各地内 約53ha 

 

３ 重点地区まちづくり計画の名称 

上石神井駅周辺地区まちづくり構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議 案 第 １ ７ 号     

 説  明  資  料 

令 和 ３ 年 １ 月 2 2 日 

第１回まちづくり・提案担当部会 
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４ これまでの経過 

平成13年 12月      まちづくり協議会の設立 

平成16年 ７月      まちづくり協議会が区へ「提言書」を提出 

平成20年 ３月      重点地区まちづくり計画の決定 

平成20 ～ 23年度         基盤整備や住環境などテーマ別の検討 

平成24 ～ 26年度         交通広場に求める機能や整備イメージの検討 

平成27 ～ 28年度         外環の２（新青梅街道～千川通り間）の整備に向けた検討 

平成30年 12月      外環の２（新青梅街道～千川通り間）の事業認可 

平成31年 ２ 月      西武新宿線連続立体交差化計画等の都市計画素案説明会 

令和 元 年 度～       まちづくりルールの検討 

令和 ２ 年10月      西武新宿線連続立体交差化計画等の都市計画案説明会 

      重点地区まちづくり計画の変更素案の検討 

（まちづくり協議会および関係町会） 

12月          変更素案説明会 

 

５ 変更原案 

⑴ 変更原案の概要および新旧対照表                 Ｐ３～22 

⑵ 参考資料 

ア  現地航空写真                                Ｐ23 

イ  現況写真                                     Ｐ24 

ウ  現行のまちづくり構想（パンフレット）             

 

６ 議案 

  議案第１７号 重点地区まちづくり計画の変更原案について 

〔上石神井駅周辺地区〕 

⑴ 重点地区まちづくり計画の原案の理由書 

⑵ 区域図 

⑶ 上石神井駅周辺地区まちづくり構想（変更原案） 

 

７ 今後の予定 

令和３年 ３月            練馬区都市計画審議会へ変更案報告 

４月～５月    変更案の公表・縦覧、意見書・公述の申出受付 

         変更案説明会 

        変更案に係る公聴会（公述の申出があった場合） 

        練馬区都市計画審議会の意見聴取 

６月           重点地区まちづくり計画の変更、公表 

 

８ 参考（別添資料） 

重点地区まちづくりの手続の流れ 



上石神井駅周辺地区まちづくり構想（変更原案）の概要

 平成20年３⽉に「上⽯神井駅周辺地区まちづくり構想」を策定し、これまで構想の実現に向けたまちづ
くりを進めてきました。

 平成27年、区では都市計画マスタープランの⾒直しを⾏い、当地区を区⺠の日常生活を支える『生活拠
点』から地域の中心的な役割を果たす『地域拠点』に変更しました。

 平成30年12⽉、地区内の都市計画道路である外環の２が事業認可されました。また、⻄武新宿線の連続
⽴体交差化計画については、事業化に向けた具体的な内容が明らかになりました。

 こうしたことから、より具体的なまちの将来像を示し、さらにまちづくりを推進していくために、まち
づくり構想を変更することとしました。

まちづくり構想変更の経緯

【基本方針】 交通環境の改善と
機能強化

商店街の活性化
安全・安心で快適な
暮らしやすい
住環境の整備

商業
『安全・安心、快適で魅⼒ある商業空間の創出』
『地域拠点にふさわしい商業エリアの形成』

住環境
『みどりの保全と創造』
『みどりの多い良好な住宅地の保全と育成』

防災
『地区の⾻格となる道路の整備』
『建物の建て替え・共同化、耐震・不燃化の促進』

景観
『統一のとれた商店街の景観形成』
『地域特性に配慮した景観形成』

ユニバーサルデザイン
『すべての人に優しい歩⾏空間の確保』
『誰もが安心できる道路施設の整備』
『安全・安心に歩ける歩⾏者空間の整備』

道路交通
『南北道路等の整備促進』『駅前広場等の整備促進』
『踏切の解消促進』『歩⾏者系ネットワークの整備促進』

・地区におけるまちづくりの課題をテーマごとに整理
しています。

道路交通
『南北を連絡する幹線道路の整備』
『駅前広場整備および駐輪場整備』
『早期の踏切解消』

商業
『安全・安心な商業空間の確保』
『魅⼒ある商店街づくり』

住環境
『みどりの保全と創造』
『みどりの多い良好な住宅地の保全・育成』
『水辺空間の活用』

防災
『防災のための道路整備と建物の
耐震・不燃化』

景観
『景観の改善』

ユニバーサルデザイン
『安全・安心な歩⾏空間の確保』
『林⽴する電柱の解消』

・柱となる３つの「基本方針」と、1章で整理した課題を解決するために
取り組んでいく「整備方針」をまとめています。

土地利⽤

土地利⽤方針の変更
外環の２の進捗に伴い、沿道の
土地利⽤を商業集積ゾーンに変
更しました。

対象エリアの拡大
側道の整備に併せて、今後まち
づくりが必要と考えられる区域
を追加しました。

拠点にふさわしいエリアの追加
土地の⾼度利⽤を促進するエリ
アを追加しました。

 上石神井の拠点性・魅⼒向上に
資する土地利⽤を誘導する表現
に変更しました。

 各基盤事業が進捗してきたため、整備プログラムから方針の
実現に向けた取組内容の説明へ変更しました。

 駅前の拠点性を⾼めていくために、新たな整備方
針を追加しました。

 景観形成は、まちづくりルールによって推進するこ
ととし、「景観形成に向けたガイドラインづくり」
を削除しました。

土地利⽤方針の変更
⾞両留置施設跡地の新たな土地
利⽤を視野に⼊れ、表現を変更
しました。

※主な変更点は⾚字で記載しています。
その他、時点修正をはじめ、表現方法を改めています。

駅前の拠点性を⾼めていくため、 駅前の拠点性を⾼めていくため、
⾼度利⽤を促進する土地利⽤の
表現を追加しました。

【整備方針】

１ まちづくりの課題１ まちづくりの課題

２ まちづくりの方針２ まちづくりの方針

３ まちづくりの構想図３ まちづくりの構想図

４ 方針の実現に向けた取組４ 方針の実現に向けた取組
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歩⾏者系ネットワークの充実
側道等を新たに歩⾏者系ネット
ワークに追加しました。





上石神井駅周辺地区まちづくり構想（変更原案）新旧対照表 

ﾍﾟｰｼﾞ 現 行 変更原案 
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はじめに（全文変更） 

  練馬区都市計画マスタープランでは、上石神井駅周辺地

区を「区民の日常生活を支える生活拠点」として位置づけ

ており、交通の利便性や買物などの日常生活における安全

性、快適性を高めるとともに、商業集積を促すなどにより、

生活拠点としてのまちづくりに取り組むこととしていま

す。 

  上石神井駅周辺地区については、平成 13 年 12 月に上石

神井町会、上石神井商店街振興組合の発意で「上石神井駅

周辺地区まちづくり協議会（委員数 30 名）」が組織され、

外環計画の推移を見据えながら、駅周辺のまちづくりを検

討することになりました。「上石神井駅周辺地区まちづくり

協議会」では、まちの課題、まちづくりの方針や土地利用

及び道路交通網などのあり方についての意見をとりまと

め、平成 16 年７月に練馬区長に提言書を提出しています。 

  区では、「上石神井駅周辺地区まちづくり協議会」の提言

を基に、今後の駅周辺地区のまちづくりについて、区の考

え方をまとめ、「上石神井駅周辺地区まちづくり構想(素

案)」を平成 18 年５月に作成し、住民説明会等を通じて地

域の方々からご意見をいただきました。さらに、この(素案)

に修正を加えて「上石神井駅周辺地区まちづくり構想(案)」

を平成 19 年８月に作成しました。 

  この(案)を練馬区まちづくり条例の「重点地区まちづく

はじめに（全文変更） 

  上石神井駅周辺地区は、平成 13 年 12 月に上石神井町会、

上石神井商店街振興組合の発意で「まちづくり協議会」を

設立し、まちづくりの検討をスタートしました。協議会で

は、外環計画の推移を見据えながら、駅周辺におけるまち

づくりの方針や将来の土地利用、道路交通網などのあり方

について話し合い、平成 16 年７月にはまちづくりに関する

提言書を取りまとめ、練馬区長に提出しました。区はこの

提言を基に、平成 20 年３月に「上石神井駅周辺地区まちづ

くり構想」を策定し、以降その実現に向けて取組を進めて

きました。 

  その一方で、区は平成 27 年に都市計画マスタープランの

見直しを行い、上石神井駅周辺地区を、区民の日常生活を

支える『生活拠点』から地域の中心的な役割を果たす『地

域拠点』へと変更しました。これにより、上石神井駅周辺

はより拠点性の高いまちづくりを目指していくことになり

ました。 

  また、地区内の都市計画道路である南北道路（外環の２）

が平成 30 年 12 月に事業認可されるとともに、西武新宿線

の連続立体交差化計画については、事業化に向けた具体的

な内容が明らかになりました。 

  こうしたことから、より具体的なまちの将来像を示し、

さらにまちづくりを推進していくために、このたび、まち
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り計画」としていくために、条例に基づき、計画案を公表・

縦覧するとともに住民説明会、公聴会により、地域の皆様

から多くのご意見をいただきました。 

  これらの結果を踏まえ、今後のまちづくりの進め方につ

いて、整備の方向性を示すために、「上石神井駅周辺地区ま

ちづくり構想」を策定しました。 

  今後は、上石神井駅周辺地区が生活拠点としてふさわし

いまちとなるよう、地域住民、関係事業者および区が相互

に協力し、協働によるまちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

づくり構想を変更することとしました。 

  引き続き、地域住民、関係事業者、区が相互に協力しな

がら、上石神井駅周辺地区が地域拠点にふさわしいまちと

なるよう、まちづくりのさらなる推進を図ってまいります。 
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P4 

 

 

まちづくり構想エリア（一部修正） 

  「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」のエリアは、右

図の太線で囲まれた約５０ｈａの区域です。 

  なお、この構想を策定するうえで、関連する区域につい

てもあわせて検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり構想の性格 

  [略] 

 

上石神井駅周辺地区まちづくり構想の構成（変更） 

  「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」は、４つの項目

から構成されています。 

まちづくり構想エリア（一部修正） 

  「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」のエリアは、右

図の太線で囲まれた約５３ｈａの区域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり構想の性格 

  [略] 

 

上石神井駅周辺地区まちづくり構想の構成（変更） 

  「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」は、４つの項目

から構成されています。 
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 １ まちづくりの課題 

 ２ まちづくりの方針 

 ３ まちづくり構想図 

 ４ 整備プログラム 

 

１ まちづくりの課題（修文） 

 道路交通 

『南北を連絡する幹線道路の整備』 

    南北方向の幹線道路が未整備であるため、通過交通

が生活道路に進入し、歩行者の安全が脅かされていま

す。 

    一方、日常生活で重要な交通手段となっているバス

についても、買い物客等で混雑している生活道路を運

行しており、安全性や定時性の確保などが課題となっ

ています。 

 

  『駅前広場整備および駐輪場整備』 

    上石神井駅は、一日平均約４万人強の乗降客があり、

駅前には非常に多くの人や車が集中しています。しか

し、バスやタクシー利用者の乗場スペースが十分でな

く、駅から乗り場への歩道も整備されていないため、

不便かつ危険な状況となっています。 

    また、上石神井駅はまちの玄関口であるにもかかわ

らず、オープンスペースがなく、放置自転車が多くみ

られる問題もあります。 

 １ まちづくりの課題 

 ２ まちづくりの方針 

 ３ まちづくり構想図 

 ４ 方針の実現に向けた取組 

 

１ まちづくりの課題（修文） 

道路交通 

『南北を連絡する幹線道路の整備』 

    南北方向の幹線道路が未整備であるため、通過交通

が生活道路に進入し、歩行者の安全が脅かされていま

す。 

    一方、日常生活で重要な交通手段となっているバス

は、買い物客等で混雑している生活道路を運行してお

り、安全性や定時性の確保などが課題となっています。 

 

 

 『駅前広場整備および駐輪場整備』 

    上石神井駅は、現在一日平均約４万５千人の乗降客

があり、駅前には非常に多くの人や車が集中していま

す。しかし、バスやタクシー利用者の乗り場スペース

が十分でなく、駅から乗り場への歩道も整備されてい

ないため、不便かつ危険な状況となっています。 

    また、上石神井駅はまちの玄関口であるにもかかわ

らず、オープンスペースがなく、駅前に放置自転車が

みられる問題もあります。 
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  『早期の踏切解消』 

    朝夕の通勤ラッシュ時には、南北の交通が、長時間、

踏切で遮断され、渋滞を引き起こしています。また、

横断を待つ歩行者、自転車、車が錯綜し、遮断間際の

無理な横断が見られるなど、危険な状況となっていま

す。 

 

 商業 

  『安全・安心な商業空間の確保』 

    商店街をはじめ、上石神井駅周辺の地区内道路のほ

とんどは歩行者と車の分離ができていません。狭い道

路上に自動車、自転車、歩行者が錯綜していることか

ら、歩行者や自転車の安全性が懸念されています。 

 

  『魅力ある商店街づくり』 

    [略] 

  

住環境 

  『みどりの保全と創造』 

    [略] 

 

  『みどりの多い良好な住宅地の保全・育成』 

まちづくり構想エリアの周辺部には、みどりの多い

低層の住宅地が点在しています。このような特性を活

かして、みどりの多い良好な住宅地として保全、育成

  『早期の踏切解消』 

    朝夕の通勤ラッシュ時には、南北の交通が、長時間、

踏切で遮断され、渋滞を引き起こしています。また、

横断を待つ歩行者、自転車、自動車が錯綜し、遮断間

際の無理な横断が見られるなど、危険な状況となって

います。 

 

商業 

  『安全・安心な商業空間の確保』 

    商店街をはじめ、上石神井駅周辺の地区内道路のほ

とんどは歩行者と車の分離ができていません。狭い道

路上に歩行者、自転車、自動車が錯綜していることか

ら、歩行者や自転車の安全性が懸念されています。 

 

『魅力ある商店街づくり』 

    [略] 

 

 住環境 

  『みどりの保全と創造』 

    [略] 

 

  『みどりの多い良好な住宅地の保全・育成』 

まちづくり構想エリアの周辺部には、みどりの多い

低層の住宅地が点在しています。このような特性を活

かして、みどりの多い良好な住宅地として保全、育成
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していくことが望まれます。 

また、農地、屋敷林、雑木林等のまとまったみどり

を保全・育成していくことも望まれます。 

 

  『水辺空間の活用』 

    [略] 

  

防災 

  『防災のための道路整備と建物の耐震・不燃化』 

上石神井駅周辺地区内では幹線道路の整備が遅れて

います。また幅員６ｍ以上の道路も少ないことから、

消防活動困難区域が点在しており、災害時に延焼の恐

れがあります。 

上石神井駅周辺の上石神井一、二、四丁目地区の一

部は、幅員４ｍ未満の道路が全体の約３分の１を占め

る街区内に、木造アパートが全体の約３分の１以上を

占めるなど密度の高い住宅市街地となっています。 

道路整備とともに建物の耐震・不燃化が課題となっ

ています。 

 

 景観 

  『景観の改善』 

良好な景観の形成は、街の魅力や個性を伝える重要

な要素の一つです。現在の駅前や商店街には統一性が

見られず、上石神井らしさと呼べるような景観が明確

していくことが求められます。 

また、農地、屋敷林、雑木林等のまとまったみどり

を守り育てていくことも望まれます。 

 

  『水辺空間の活用』 

    [略] 

 

防災 

  『防災のための道路整備と建物の耐震・不燃化』 

上石神井駅周辺地区内では幹線道路の整備が遅れて

います。また、幅員６ｍ以上の道路も少ないことから

消防活動困難区域が存在しており、災害時に延焼の恐

れがあります。 

上石神井駅周辺の上石神井一、二、四丁目地区の一

部は、幅員４ｍ未満の道路が全体の約３分の１を占め

る街区内に、木造アパートが全体の３分の１以上を占

めるなど密度の高い住宅市街地となっています。 

道路整備とともに建物の耐震・不燃化が課題となっ

ています。 

 

 景観 

  『景観の改善』 

良好な景観の形成は、街の魅力や個性を伝える重要

な要素の一つです。現在の駅前や商店街には統一性が

見られず、上石神井らしさと呼べるような景観が明確
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になっておりません。商店街の魅力向上のために景観

の改善が望まれます。 

 

 ユニバーサルデザイン 

  『安全・安心な歩行空間の確保』 

    [略] 

 

  『林立する電柱の解消』 

    [略] 

 

 まちづくりの課題図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

になっていません。商店街の魅力向上のために景観の

改善が望まれます。 

 

 ユニバーサルデザイン 

  『安全・安心な歩行空間の確保』 

    [略] 

 

  『林立する電柱の解消』 

    [略] 

 

 まちづくりの課題図 
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２ まちづくりの方針（一部変更・修文） 

【基本方針】 

   [略] 

 

 【整備方針】 

 道路交通 

  『南北道路等の整備促進』 

生活道路への通過交通流入を抑制し、安全で円滑な

バス交通を確保していくとともに、良好な歩行者空間

を確保していくために、南北道路を整備し、あわせて

生活幹線道路、主要生活道路の整備を促進していきま

す。 

 

 

  『駅前広場等の整備促進』 

駅前広場を整備し、バス・タクシーへの乗換えの利

便性や安全性の確保を図るとともに、オープンスペー

スの確保、駐輪場の整備を図っていきます。 

 

 

 

『踏切の解消促進』 

道路と鉄道との立体交差化を促進し、踏切の解消を

図ります。 

 

２ まちづくりの方針（一部変更・修文） 

【基本方針】 

   [略] 

 

 【整備方針】 

 道路交通 

  『南北道路等の整備促進』 

    南北道路、生活幹線道路の整備を進め、生活道路へ

の通過交通流入の抑制や、安全で円滑なバス交通を実

現していきます。また、主要生活道路や鉄道の立体化

に伴う側道の整備により、良好な歩行者空間の確保を

図ります。 

   ※平成 30 年 12 月より、南北道路が事業中です。 

 

  『駅前広場等の整備促進』 

駅前広場を整備し、バス・タクシーへの乗換えの利

便性や安全性を確保するとともに、オープンスペース

を創出します。あわせて、需要に応じた駐輪場の整備

を図ります。 

   ※平成 30 年 12 月より、交通広場が事業中です。 

 

『踏切の解消促進』 

道路と鉄道との立体交差化により、踏切の解消を図

ります。 

   ※現在、連続立体交差化計画が進行中です。 
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 『歩行者系ネットワークの整備促進』 

上石神井駅を中心に、通勤、通学、商店街利用者が

快適に通行できる歩行者空間のネットワークを整備し

ていきます。 

 

 商業 

  『安全・安心、快適で魅力ある商業空間の創出』 

歩行者優先の商店街づくりを進めるなど安全・安心

で快適な商業環境を整備していきます。また、商店街

の魅力の向上を目指して、商店街の活性化等を促進し

ていきます。 

 

 

   [新設] 

 

 

 

 

 

 

 

 住環境 

  『みどりの保全と創造』 

 区では、緑被率 30％の達成を目標にみどりの保全と

創造を進めています。地域のみどりをふやし、駅前広

  『歩行者系ネットワークの整備促進』 

上石神井駅を中心に、通勤、通学、商店街利用者が

快適に通行できる歩行者空間のネットワークを整備し

ます。 

 

商業 

  『安全・安心、快適で魅力ある商業空間の創出』 

歩行者優先の商店街づくりを進めるなど、安全・安

心で快適な商業環境を整備します。また、商店街の魅

力の向上を目指して、商店街の活性化等を促進してい

きます。地域の活性化を促すため、建物の共同化や商

店街の魅力が向上する取組を進めます。 

 

 『地域拠点にふさわしい商業エリアの形成』 

    駅前エリアでは、建物の共同化・高度利用により、

多様な都市機能の導入や交流の場となるオープンスペ

ースの確保等を進め、「地域拠点」にふさわしい活気あ

る都市空間を整備します。駅前から南北道路や周辺の

商店街へにぎわいが連続し、地域に密着した魅力ある

商業エリアの形成を図ります。 

 

 住環境 

  『みどりの保全と創造』 

 地域のみどりを増やし、駅前広場、道路、河川空間

等の公共空間等をみどりで彩り、また、建物の屋上、
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場、道路や河川空間等の公共空間をみどりで彩り、ま

た、建物の屋上、壁面、駐車場等の緑化を進めます。 

 

  『みどりの多い良好な住宅地の保全と育成』 

開発時などに緑化を促していきます。さらに、地区

計画制度の導入などにより、みどりの多い良好な住宅

地を保全、育成していきます。 

 

 防災 

  『地区の骨格となる道路の整備』 

    [略] 

 

  『建物の建て替え・共同化、耐震・不燃化の促進』 

各種助成制度の導入を図り、建物の建て替え・共同

化および建物の耐震・不燃化を促進します。 

 

 

 

 景観 

  『統一のとれた商店街の景観形成』 

建物のファサード、街灯、看板のデザイン等に配慮

し、統一性のある商店街の景観形成を図り、商店街の

魅力を向上します。 

 

 

壁面、駐車場等の緑化を進めます。 

 

 

  『みどりの多い良好な住宅地の保全と育成』 

開発時などに緑化を促します。さらに、地区計画制

度の導入などにより、みどりの多い良好な住宅地を保

全、育成します。 

 

防災 

  『地区の骨格となる道路の整備』 

    [略] 

 

  『建物の建て替え・共同化、耐震・不燃化の促進』 

各種助成制度の活用を促進し、建物の建て替え・共

同化および建物の耐震・不燃化を図ります。特に延焼

遮断帯となる都市計画道路の沿道では、建替えにあわ

せて耐震・不燃化を推進し、防災性の向上を図ります。 

 

 景観 

  『統一のとれた商店街の景観形成』 

統一感のある建物のファサード、街灯、看板のデザ

インにするなど、商店街の景観形成を誘導し、商店街

の魅力向上を図ります。 
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  『地域特性に配慮した景観形成』 

照明、ガードレール、車止め等の道路施設や看板等

に地域性のあるデザインを取り入れるとともに、地区

の周辺に広がる農地の景観など、地域の特性を活かし

た景観の形成を図ります。 

 

  『景観形成に向けたガイドラインづくり』 

上石神井らしい景観とは何かを把握し、景観づくり

を総合的、計画的に進めるために、地域住民や商店街

と協働して、景観形成のためのガイドラインの策定を

検討します。また、ポイ捨て、落書き、違法な屋外広

告物、放置自転車などへの対策を環境美化行動計画に

基づいて進めていきます。 

 

 ユニバーサルデザイン 

  『すべての人に優しい歩行空間の確保』 

    建物のセットバックにより生じた民地内の空地を活

用し、歩行空間の確保を図ります。また、違法駐車・駐

輪や商店前の陳列を排除するための具体的な方策の検

討を行います。さらに、歩行の障害となっている電柱

の地中化についても促進を図ります。 

 

  『誰もが安心できる道路施設の整備』 

    段差の解消、ガードレールの設置、休憩用ベンチの

設置、音響式信号機の設置など、誰もが安心して歩け

  『地域特性に配慮した景観形成』 

照明、ガードパイプ、車止め、看板等に地域性のあ

るデザインを取り入れます。地区の周辺に広がる農地

など、地域特性を活かした景観形成を図ります。 

 

 

[削除] 

 

 

 

 

 

 

 

 ユニバーサルデザイン 

  『すべての人に優しい歩行空間の確保』 

    電線類の地中化や建物のセットバックにより生まれ

た民地内の活用など、歩行空間の確保を図ります。 

 

 

 

 

  『誰もが安心できる道路施設の整備』 

    段差の解消、ガードパイプの設置、休憩用ベンチの

設置、音響式信号機の設置など、誰もが安心して歩け
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る道路整備を促進します。 

 

『安全・安心に歩ける歩行者空間の整備』 

    [略] 

 

 土地利用 

本地区の土地利用は、上石神井駅を中心に生活利便

性向上のための商業集積を促すとともに、外かく環状

道路計画を視野に入れたものとします。地区内を８つ

のゾーンに分類し、それぞれに具体的な方針を定めま

す。 

 

 

３ まちづくり構想図（変更・修文） 

道路交通、商業、住環境、防災、景観、ユニバーサルデ

ザイン、土地利用の７項目で構成されるまちづくり整備方

針を具体的に地図上にあらわし、上石神井駅周辺地区が目

指すべきまちの将来像を「まちづくり構想図」として作成

しました。 

 

 

 

 

 

 

る道路整備を進めます。 

 

『安全・安心に歩ける歩行者空間の整備』 

    [略] 

 

土地利用 

本地区の土地利用は、地区内を６つのゾーンに分類

し、それぞれに具体的な方針を定めます。また、駅を

中心として、「地域拠点」にふさわしい高度利用を伴う

多様な都市機能の誘導や生活利便性向上のための商業

集積を促すとともに、南北道路・交通広場や西武新宿

線の連続立体交差化計画と整合を図ります。 

 

３ まちづくり構想図（変更・修文） 

道路交通、商業、住環境、防災、景観、ユニバーサルデ

ザイン、土地利用の７項目で構成されるまちづくりの方針

を地図に表現しました。これを上石神井駅周辺地区が目指

すべきまちの将来像を定めた「まちづくり構想図」としま

す。 
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まちづくり構想図 

この構想図をもとに、地域の方々の意見を踏まえなが

ら、まちの将来像についてさらに議論を深め、具体的な

整備手法等の検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり構想図 

まちづくり構想図をもとに、地域の方々と議論を深め、

具体的な整備手法等の検討を進めます。 
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  土地利用方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用の方針 

   商業集積ゾーン 

駅周辺の生活拠点として、南北道路の沿道に生活

利便性の向上のための商業集積を図る。 

 

   沿道環境ゾーン 

南北道路の沿道として、沿道環境に配慮し、良好

な住環境を保持しつつ、中層の集合住宅や沿道型の

  [削除] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用の方針 

   商業集積ゾーン 

生活利便性向上のため、駅前の高度利用や南北道

路の沿道に商業集積を図る。 

 

   [削除] 
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利便施設の立地を促進する。 

 

   沿道商業ゾーン 

     [略] 

 

   沿道利用ゾーン 

     [略] 

 

   住宅・商業共存ゾーン 

     [略] 

 

   低層住宅ゾーン 

     [略] 

 

   中低層住宅ゾーン 

     石神井川近くのみどり豊かな環境を保全し、周辺

の低層住宅地と調和を図りつつ、中層化を促進する。 

 

   住商工共存ゾーン 

周囲と調和した土地利用のもとで、住環境の形成

を図る。 

 

  地区全体に関わる方針 

    建物の建て替え・共同化、耐震・不燃化の促進 

    みどりの多い良好な住宅地の保全・育成 

 

 

   沿道商業ゾーン 

     [略] 

 

   沿道利用ゾーン 

     [略] 

 

   住宅・商業共存ゾーン 

     [略] 

 

   低層住宅ゾーン 

     [略] 

 

   [削除] 

 

 

 

   鉄道施設・拠点機能創出ゾーン 

鉄道施設とともに、上石神井駅の拠点性・魅力の

向上に寄与する新たな土地利用の誘導を促進する。 

 

  地区全体に関わる方針 

    みどりの多い良好な住宅地の保全・育成 

    みどりの保全と創造 
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    みどりの保全と創造 

    景観形成に向けたガイドラインづくり 

    すべての人に優しい歩行空間の確保 

    誰もが安心できる道路施設の整備 

    安全・安心に歩ける歩行者空間の整備 

 

４ 整備プログラム（変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    建物の建て替え・共同化、耐震・不燃化の促進 

すべての人に優しい歩行空間の確保 

    誰もが安心できる道路施設の整備 

    安全・安心に歩ける歩行者空間の整備 

    地域特性に配慮した景観形成 

 

４ 方針の実現に向けた取組（変更） 
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上石神井駅周辺地区まちづくりの流れ 
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まちづくり構想の策定経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの主体と役割 

 [略] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの主体と役割 

 [略] 
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 この地図は、東京都の承認を受けて、東京都縮尺 2500 分の１都市施設情報を利用して作成したものである。

（承認番号）2都市基街都第 259号、令和 2年 12月 25日 

 

🄫 練馬区 平成 28年撮影 

2
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